
 

 

 

 

 

                                  

 

 
厳しい学校現場の実態 

■教員へのカスハラ対策 
 文科省が今年９月、保護者からの過剰な苦情や不当な要求への対応は、「学校以外が担うべき業務」に 

位置づけると、新指針を示した。これを受けて自治体で取り組みが広がっている。奈良県天理市、兵庫県川 

西市、熊本県、神奈川県、そして東京都でも。（１１／２６朝日新聞より） 

 都教育委員会は２日、学校で教員が受けるカスタマーハラスメント（カスハラ）を防ぐため、対応策をまとめ

たガイドラインの素案を公表した。保護者からのカスハラを例示、「教育活動（授業内容、宿題の量、座席な

ど）の細部に対する過剰な干渉や要求」「業務に支障が生じるような長時間の居座りや電話」「評定の変更

や内申点に関する不当な要求」「担任の変更、異動、辞任を求める要求」…など、「社会通念を超える保護

者からの要望」の内容を示した。来年度から都立高校で運用予定。市区町村教委にも参考にしてもらうとい

う。 

 

 

 

青年部アンケートから       

◆不安や困っていること、疑問に思っていること 自由記述 

●すまいるルームで拠点校に週 1 しかいないため、拠点校のスケジュールの把握が難しい。分掌に

入っているが、「いないもの」と見なされ、やらなくてもいいものなのか、やらなくてはいけない

ものなのか、などの判断が初任には難しい。 

●部活動指導員との関わり方。    ●部活の実施による手当の少なさと休みの調整の困難さ。 

●うまく人間関係を築くことができるか不安です。事務仕事もまだ分からないことが多くあり、不

安な気持ちが強いです。 

●週持ち時間がもう少し減ると校務分掌まで手がいく。２４時間は少し多いと感じます。 

●まず自分の学級や授業の前に学校の校務分掌、次に学年の仕事をしていたら、勤務時間が長くな

る。その為、しっかり休みたい土日にまとめて授業準備を家ですることになるのが困る。 

●授業研究や準備に割ける時間が、事務仕事や初任者研修のレポート作成で十分に確保できない。   

●事務仕事の多さやその仕事の必要性に関して疑問を抱くことがあります。削れる仕事は削ってい

ってほしいです。 

◆初任研 自由記述    

●新しいことを取り組むのはいいが現場が追いついていなくて疎外感を感じる。レポート量は、少

し多い気がする。 

●スーツジャケット着用は強要とまでではないが、「講師の許可を得ないと」というのも疑問。個人

の判断で良いと思う。新任だけ研修中だけ特別なのはおかしい。 
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世教情報 
～教え子を再び戦場に送るな！～ 

世田谷区教職員組合（世教組） 
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他県では、相談センター設置、「オンブズパーソン制度」

「学校問題解決支援相談窓口」「ほっとステーション」など 

面談は、平日原則３０分まで 保護者に事前に伝えた上でボイスレコーダーな

どで録音する 

http://www9.ocn.ne.jp/~sekyoso/


◆その他、自由記述 

●宿泊学習などで付与される調整時間を4週間で消費しないといけないというルールについてです。

あまりにも期間が短すぎると思います。現実的に児童が学校に来ている期間は調整時間を使うこ

とは難しいです。また、学校によっては 4 週間をすぎても長期休暇で消費することを許可されて

るいるところもあるようです。そもそも労働時間を超過している時間の調整だと思います。1 年、

短くても半年など消費期間の延長をお願いします。 

●複雑化する業務による仕事量増加に疲弊します。 

●休日出勤が当たり前の現実が変わらない限り、なり手は増えないと感じる。仕事が増えることは

あるのに減らす取り組みが少ないため、減らす会議を行なっていただきたい。 

●自分が教員としてこれから先働いていけるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投稿・コラム 

 １０月２１日に発足した高市自民維新連立政権。発足後次々に打ち出された政策は、戦後８０年・被爆 

８０年・治安維持法１００年の節目の年を、「新たな戦前」にしそうな危険極まりないものばかり。 

 ①軍事費のＧＤＰ比２％の増額（１１兆円）の前倒し…トマホークを発射できる原子力潜水艦の保有など 

②憲法９条の破棄、緊急事態条項の創設など憲法大改悪 

③「スパイ防止法」の制定…現代版「治安維持法」 ＊「これに反対する者はスパイ」との流布も。 

④「安保三文書」の改定と「非核三原則」見直し ＊核兵器を日米両軍で共有「核シェアリング」する 

⑤「労働時間規制の緩和」労働基準法の改悪  ＊「働きたい改革」「働かせ放題改革」 

⑥「国旗損壊罪」の制定 

⑦「責任ある積極財政」アベノミクス継承で、円安―ますますの物価高に！ ４兆円の社会保障費削減！ 

●「存立危機事態」発言で、集団的自衛権の行使、戦争する国！を宣言 

＜教え子を再び戦場に送るな！＞のスローガンのもと、高市政権にＮＯ！の声をあげていきましょう！ 

 

 

 

お知らせ・これからの主な日程  

◆１２月 ７日（日） インクルーシブ学習会（タウンミーティング） １３：３０～１６：３０ 経堂地区会館別館 

◆１２月１７日（水）世田谷１０００委員会総会・講演会 １８：３０～ 三茶キャロットタワー５階 

◆1２月 19日（金）改憲・大軍拡反対！国会前集会 18：30～ 衆議院議員会館前 

＊困ったこと・相談したいことがあれば世教組にご連絡ください。 ℡３４２７・８８１１ 

計４回に渡って、アンケートに寄せられたご意見・訴えを掲載しました。どれも切実なものばかり

で、今の状況を何とかしなければと強く思いました。せっかく学校現場に入った教職員のみなさ

んが、今後も働き続けられるような職場にしなければ、子どもたちへの教育もままならなくなりま

す。今後とも、組合としてできることを、教育委員会などに求めていきます。何かありましたら、ご

意見をお寄せください。（なお青年部アンケートは採用４年目までの方にお願いしました。） 

働いて・働いて・働いて…が流行語大賞とは、さらに許せない！！ 


